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万葉集2167番歌の解釈と「片開く」の語義について
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An Interpretation of the 2167th Poem and the Meaning of 
the Expression “五atakiku"in Manyo-shu 











































































































































日本古典文学大系 (2. 4部)と高葉集註釈 (2. 5節)では、第臨勾を成本原文「音器i監香Jのまま




















































この解釈の問題点はすでに述べた新日本古典文学大系と新編日本古典文学全集 (2. 1節と 2. 2節)の
場合と基本的には開じである。唯一の遠いは寓葉集註釈では「百舌鳥の声開くらむかJと現在推量「らむj
であるのに対して、新日本王古典文学大系と新編日本吉典文学金集では過去推量 fけむJとなっている点だ
けである。今の場合、舌鳥の予言を聞いてゐる事であろうかJというのは作者による現在誰量の疑問文で
あるが、過去推量にしろ現在推量にしろ、推量の疑問文ということは作者はまだ妻がモズの声を既に聞い
たかどうか知らないわけで、もしかしたら妻は既にひたすら開いた可能性もあるのに、どうしていきなり
一方的に「ひたすらに聞くがよい」などと雷えるのだろうか。このように言うのは、相手がまだ開いてな
いか、あるいは開き方が不十分であることをはっきり知っている場合に使う表現ではなかろうか。
4.新しい解釈の提案
議節で見てきたように、先行研究にはすべて何らかの問題点が含まれていることが明らかとなった。こ
れらの問題点を解決するためには、 2167番歌のもっとも重要なキーワードである「片聞く jの意味を正確
に理解する必要がある。そこでまず f片器くjという動詞の語源について考えてみよう。
私たちは、周りの雑音にうもれてかすかにしか罰えない音を全神経を集中して何とか聞こうとするとき、
しばしば罰に示すような仕草をする (MicrosoftOffice 2003のクリップアート図より転載)。すなわち、片
耳をある方向に向け、片手を集音器のような形にして耳に当て、全神経を集中して「耳を澄ましてj聞こ
うとする。このような行動は現在の私たちもときどき行なう行動であるから、おそらく万葉時代の人々も
向じ行動をとったに違いない。万葉集の「片聞くJという行為はまさにこの行為を意味するのではなかろ
うか。このように解釈すれば、「片開くJが (i片待つ」の場合と同様に)なぜ「ひたすら開く」という
味になるのかよく理解できるのである。
万葉集2167番歌の解釈と「片関くJの語義について
以上の観点に立って歌の内容を見産してみると、この歌の作者
(男)は、妹が何かに向かつて必死に片耳を澄まして聞いている様子
を遠くから挑めて、あれは妹がモズの声を開こうとしているのでは
ないだろうか、と推測しながら、その時の心境を歌で表現したので
あろう。もしそうだとすれば、歌の現代語訳は次のようになる。
秋の野の尾花の穂先に鳴くモズの声を開いているのだろうか。
(何かに向かつて片)耳を澄ましている我妹は。
ここではJ戸開くらむか」は作者による現在誰量の疑問文であるが、
妹に対して質問しているのではなく、妹が何かに向かつて片耳を澄
ましているのを見て f我妹はモズの声を開いているのだろうか」と
自分自身に対して問いかけているものと思われる。この問いかけ内
容の主部と述部を「倒置jしたのが上の現代語訳(すなわち歌の文脈)にほかならない。
5.おわりに
57 
この論文では、万葉集2167番歌の司1みと解釈について再検討を行なった。特に、従来から語説があった
原文の第四勾「音問濫香」と結句「片聞吾妹jについて検討し、次の結論を得た。第一に、この歌の解釈
の主主要なポイントは「片聞くJという動詞の諾義にあり、これは両方の耳で聞くと注意力が分散するため
できるだけ効率よく開き取るために片手を片耳にあてて集音器のはたらきをさせ全神経を集中させて聞く
ことを意味すること。 に、この歌は作者(男)が、妹が何かに向かつて必死に片耳を澄まして聞いて
いる様子を遠くから眺めて、あれは妹がそズの声を開こうとしているのではないだ、ろうか、と推測してい
る状況を実景として歌で表現したものであること。以上、本論文で示した解釈が適切なものであるかどう
か多くの方々のご批判をあおぎたい。
6.参考文献
[1] I寓葉集二J、新自本古典文学大系、岩波書宿、 p.505、2000年。
[2J I寓葉集③J、新編日本古典文学全集、小学錯、 p.116、1995年。
[3J I万葉集原文付金訳注(ニ)J、中西進、講談社文庫、 p.370、1980年。
[4J I寓葉集三j、日本古典文学大系、岩波書忠、 pp.118-119、p.464、1960年。
[5J I寓葉集注轄巻第十j、津潟久孝、中央公論社、 pp.364-365、1962年。
